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内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
情
報
公
開
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一

二
〇
一
〇
年
度
の
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
に
つ
い
て
、
内
閣
官
房
長
官
が
取
扱
責
任
者
で
あ
る
内
閣
官
房
報
償
費

の
国
庫
か
ら
の
支
出
状
況
（
請
求
日
、
支
出
額
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
国
庫
か
ら
の
支
出
状
況
（
請
求
日
、
支
出
額
）
は
、
秘
密
で
も
な
ん
で
も
な
く
、
平
野

官
房
長
官
も
、
昨
年
一
一
月
の
記
者
会
見
で
、
そ
れ
ま
で
の
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
国
庫
か
ら
の
支
出
状
況
（
請

求
日
、
支
出
額
）
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
は
、
自
ら
進
ん
で
明
ら
か
に
し
て
こ
な
か
っ
た
。
内
閣

官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
国
庫
か
ら
の
支
出
状
況
（
請
求
日
、
支
出
額
）
は
、
毎
回
の
請
求
ご
と
に
、
記
者
会
見
、
あ
る

い
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
国
民
に
情
報
公
開
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

三

昨
年
一
一
月
二
〇
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
政
権
引
き
継
ぎ
時
に
河
村
建
夫
前
内
閣
官
房
長
官
か
ら
引
き
継

い
だ
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
残
額
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
平
野
官
房
長
官
は
、
「
コ
メ
ン
ト
は
し
た
く
あ
り
ま
せ

ん
が
、
全
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
と
答
弁
さ
れ
た
。
年
度
末
に
お
い
て
も
、
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
が
残
額

ゼ
ロ
と
な
る
ま
で
使
い
切
ら
れ
た
前
例
は
な
く
、
未
使
用
額
は
、
国
庫
へ
の
返
納
が
行
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
官
房
長

官
交
代
時
に
、
年
度
途
中
で
、
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
残
額
が
ゼ
ロ
と
な
っ
て
お
り
、
未
使
用
額
が
返
納
さ
れ

一



ず
、
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
疑
い
が
あ
る
。
河
村
前
官
房
長
官
は
、
直
前
に
通
例
の
二
・
五
倍
に
あ
た
る
二
憶
五
千
万
円
を

引
き
出
し
て
お
り
、
そ
の
疑
惑
は
重
大
で
あ
る
。
ま
ず
、
こ
の
疑
惑
は
、
河
村
前
官
房
長
官
だ
け
の
も
の
か
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。
直
近
五
年
間
だ
け
で
も
、
細
田
博
之
氏
、
安
倍
晋
三
氏
、
塩
崎
恭
久
氏
、
与
謝
野
馨
氏
、
町
村
�
孝
氏
、
河
村
建
夫

氏
、
平
野
博
文
氏
が
、
内
閣
官
房
長
官
に
就
任
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
官
房
長
官
の
交
代
時
に
お
い
て
、
内
閣
官
房
報

償
費
（
機
密
費
）
の
引
き
継
ぎ
時
の
残
高
が
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
平
野
氏
か
ら
新
た
な
内
閣

官
房
長
官
に
交
代
が
あ
っ
た
場
合
、
平
野
氏
か
ら
の
新
官
房
長
官
へ
の
引
き
継
ぎ
時
の
残
高
が
い
く
ら
だ
っ
た
の
か
も
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。

四

内
閣
官
房
長
官
引
き
継
ぎ
時
の
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
残
高
は
、
「
内
閣
官
房
報
償
費
出
納
管
理
簿
」
、
「
政

策
推
進
費
受
払
簿
」
及
び
「
支
払
決
定
書
」
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
野
官
房
長
官
自
身
、
河
村
前
官
房
長

官
か
ら
の
引
き
継
ぎ
時
の
残
高
を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
引
き
継
ぎ
時
の
残
高
は
秘
密
で
も
な
ん
で
も
な
い
。
万
が
一
、
歴

代
官
房
長
官
引
き
継
ぎ
時
の
残
高
を
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
場
合
、
そ
の
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

五

官
房
長
官
交
代
時
に
、
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
未
使
用
額
が
返
納
さ
れ
ず
、
引
き
継
が
れ
な
か
っ
た
疑
い
が
あ

る
。
少
な
く
と
も
、
河
村
前
官
房
長
官
か
ら
の
引
き
継
ぎ
時
に
は
、
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
残
高
は
ゼ
ロ
で
あ

二



り
、
巨
額
の
未
使
用
額
が
返
納
さ
れ
ず
、
不
正
使
用
さ
れ
た
疑
い
が
あ
る
。
河
村
前
官
房
長
官
の
事
例
は
も
ち
ろ
ん
、
他
に

も
官
房
長
官
交
代
時
に
、
引
き
継
が
れ
た
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
残
高
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
事
実
が
あ
れ
ば
、
そ
の
理

由
、
不
正
使
用
の
有
無
を
調
査
し
、
明
ら
か
に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

六

「
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第
四
四
一
号
）
に
お
い
て
、
「
『
で
き
る
限
り
の
透

明
性
の
確
保
を
図
る
方
策
』
に
よ
っ
て
情
報
公
開
す
る
対
象
は
、
少
な
く
と
も
今
年
度
の
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
か

ら
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
」
等
を
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
内
閣
官
房
報
償
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
取
扱
責
任
者
で
あ
る
内
閣
官

房
長
官
が
、
責
任
を
持
っ
て
こ
れ
を
執
行
し
、
そ
の
使
途
等
を
検
証
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
内
閣
官
房
報
償

費
の
使
途
等
の
開
示
の
範
囲
を
含
め
、
内
閣
官
房
報
償
費
の
透
明
性
の
確
保
を
図
る
方
策
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
一

年
間
を
通
じ
て
内
閣
官
房
報
償
費
を
執
行
す
る
中
で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
（
内
閣
衆
質
一

七
四
第
四
四
一
号
）
。
こ
の
方
針
を
変
更
し
、
今
年
度
の
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
か
ら
す
べ
て
の
支
出
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
支
出
先
、
支
出
額
、
支
出
目
的
等
を
記
録
し
、
情
報
公
開
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

七

野
中
広
務
元
内
閣
官
房
長
官
は
、
自
ら
内
閣
官
房
長
官
を
務
め
て
い
た
時
期
に
、
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
を
多
い

時
で
月
七
千
万
円
、
少
な
く
と
も
五
千
万
円
使
い
、
そ
の
内
訳
は
月
々
内
閣
総
理
大
臣
に
一
千
万
円
、
自
民
党
国
対
委
員
長

三



や
参
議
院
幹
事
長
に
各
五
百
万
円
程
度
を
渡
し
、
更
に
は
政
治
評
論
家
や
野
党
の
国
会
議
員
に
配
っ
て
い
た
と
の
発
言
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
内
閣
官
房
長
官
経
験
者
自
ら
が
、
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
を
政
界
工
作
費
、
マ
ス
コ
ミ
工

作
費
と
し
て
使
用
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
重
大
な
証
言
で
あ
る
。
野
中
氏
ら
歴
代
の
内
閣
官
房
長
官
か
ら
聴
取
す

る
な
ど
、
昨
年
度
も
含
め
て
過
去
の
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
調
査
解
明
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

八

本
年
三
月
一
〇
日
の
衆
議
院
内
閣
委
員
会
に
、
私
は
、
「
対
象
期
間
中
に
お
け
る
内
閣
官
房
報
償
費
一
覧
」
と
い
う
資
料

を
提
出
し
、
「
一
覧
表
は
、
安
倍
元
総
理
の
官
房
長
官
時
代
の
期
間
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
資
料
を
作
成
し
た
の
は
内
閣
官

房
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
で
す
ね
。
」
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
裁
判
所
へ
の
提
出
資
料
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
ま

し
て
」
と
平
野
官
房
長
官
は
認
め
ら
れ
た
。
安
倍
元
総
理
の
官
房
長
官
時
代
の
「
対
象
期
間
中
に
お
け
る
内
閣
官
房
報
償
費

一
覧
」
を
見
る
と
、
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
「
使
用
目
的
区
分
」
で
圧
倒
的
に
多
い
の
が
「
会
合
」
と
な
っ
て
い

る
。
「
使
用
目
的
」
が
「
調
査
情
報
対
策
費
」
の
「
会
合
」
の
合
計
が
三
百
七
十
二
、
「
使
用
目
的
」
が
「
活
動
関
係
費
」

の
「
会
合
」
が
百
三
十
二
、
合
わ
せ
て
五
百
四
件
も
こ
の
期
間
に
「
会
合
」
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
内
閣
官
房
自
身
が
作

成
し
た
資
料
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
会
合
」
に
は
、
料
亭
な
ど
で
の
飲
食
代
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
は

四



な
い
か
。
こ
れ
ら
の
「
会
合
」
に
対
す
る
内
閣
官
房
報
償
費
（
機
密
費
）
の
支
出
が
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
調
査

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
「
対
象
期
間
中
に
お
け
る
内
閣
官
房
報
償
費
一
覧
」
と
同
様
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
記
録

が
残
っ
て
い
る
期
間
全
体
に
わ
た
っ
て
公
開
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

五


